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平成29年11月９日、大阪市で開催された「全国自治会連合会大阪府東大阪大会」に、本会から７名が参加し
ました。

式典では全国自治会連合会長表彰の授与、大会宣言、叙勲受章者の紹介などが行われ、活動発表では、東大
阪市自治協議会の活動が映像や音楽で分かりやすく紹介されました。

翌日の視察研修では、東大阪市を見学し、東日本大震災時に避難所に段ボールの間仕切りを提供したマツダ
紙工業株式会社の松田社長から、震災時の取り組みとその後の事業展開等のお話を伺いました。

全国自治会連合会大阪府東大阪大会に参加しました

～埼玉県鶴ヶ島市が行う地域支え合い協議会の取り組み～

郡山市自治会連合会の先進地視察研修は、平成29年11月24日、埼玉県鶴ヶ島市を訪問し、地域支え合い協議
会の概要と、実際の活動状況について、お話を伺ってきました。

埼玉県鶴ヶ島市は、平成12年度に71.74％だった自治会加入率が平成29年度には62.63％に低下し、75歳以上
の人口の延び率が全国で３番目と急激に高齢化が進んでいることから、地域の課題を地域で解決し、地域自治
を進める仕組みづくりとして、「地域支え合い協議会」の設立・運営を進めてきました。

地域支え合い協議会の区域は概ね小学校区で、複数の自治会、民生委員、自主防災組織、PTAや子ども会、老
人クラブなどの各種団体や、区域内の企業、NPO法人、市民活動団体が地域の課題への取り組みを行っています。

当日、活動状況の説明を受けた「サザン地域支え合い協議会」では、高齢者が増加し参加者が減少していた
「市民体育祭」の代わりに、地域の親睦を図る場としての運動
会を開催したことがきっかけで、多方面で協力、助け合いが始
まりました。現在は、福祉、防災・防犯、地域絆づくり、総務
・広報の４つの委員会に分かれて活動しています。

福祉委員会では、民生委員が中心となり介護保険が適用とな
らない高齢者など、既存の福祉制度が適用されない方のお手伝
いや見守り活動を行っているというお話や、防災・防犯委員会
では、時間や場所を決めずにできる範囲で子どもの見守りを行
っている等、具体的な活動のお話を伺い、参加者からの活発な
質問、意見交換が行われました。

先進地視察研修

全国大会 事例発表 視察研修

地方自治法施行70周年記念 総務大臣表彰 鈴木 光二さん

平成29年度自治会等地縁による団体功労者総務大臣表彰 宗像 金三さん

表彰受賞者紹介
おめでとう
ございます
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《加入促進キャンペーンチラシの
活用を！》

アパートへの勧誘活動や、近所に引っ
越してきた方への御挨拶など…町内会
活動を知っていただくきっかけづくり
に、チラシを活用ください。詳しくは
各町内会長もしくは事務局にお問合せ
ください。

安積開拓の原点「出磬山（でけいやま）」は宝の山

出磬山は片平町高森地内、防衛省高森宿舎の北側に広がる標高293ｍの小高い松林の山です。この出磬山は、
平成28年に日本遺産に認定された安積開拓・安積疏水の開さく事業に関わりがあるのを御存知でしょうか。

明治時代の安積開拓に当たり、福島県令・安場保和より任命を受けた典事・中條政恒は、出磬山に幾度とな
く登り安積原野を眼下に望み、計画を練ったといいます。福島県と地元富商が結成した開成社の共同事業で大
槻原開墾事業を実現した中條は、明治９年、明治天皇の東北巡幸の下調べのために来た内務卿・大久保利通に
猪苗代湖の水を安積原野に引くことの必要性を訴えます。内務卿・大久保は、福島県と開成社が進めてきた官
民一体の開拓事業の成功に感激し、安積疏水の開さくを全国的なモデル事業として実施することを決断しまし
た。

安積開拓の父と言われる中條政恒が、安積開拓の計画を練った出磬山は安積開拓の原点であり、中條自身も
「私が死んだら骨を出磬山に埋め安積の地を長く守護すべし」と言ったとされ、雅号を「磬山」とするほど、
出磬山に思い入れがあったと言われています。出磬山は、開成山と共に安積歴史上無二の遺跡であり、是非後
世にこの歴史を伝え残すべき宝の山といえるでしょう。

出磬山山頂には、「出磬山碑」「大正天皇即位記念碑」三等三角点も
設置され、元は近隣小学校の遠足の山でありました。現在は陸上自衛隊
郡山駐屯地高森訓練場となり、一般には立ち入ることができない山とな
っていますが、平成29年から郡山シティマラソン大会が「出磬山」の横
を抜けるコースとなり、多くの市民の目に触れる機会となりました。

また、片平歴史の会は、陸上自衛隊郡山駐屯地の許可を得て、４月、
桜の咲く頃に、山頂の石碑等を調査することとしています。

（文：片平歴史の会 会長 河治 信和）

片平町シリーズ
第４弾！

平成30年２月６日、東京都板橋区町会連合会 鈴木孝雄会長（全国自治会連合会副会長）の役員等22名が郡
山市を訪れ、本会役員等と情報交流会を開催しました。

はじめに、本会 鈴木会長の歓迎の挨拶の後、両事務局から地域の概要と、各々の自治会連合会の活動内容
等についての説明を行い、その後、意見交換を行いました。

意見交換では、広報紙に係る広告収入を得るための事務の流れや、
マンションへの町内会加入促進の取り組みなどについて多くの質問が
なされました。

また、民生委員を推薦するために組織される
推薦準備会における苦労など、地域を越えて共
通する問題への意見交換が活発に行われました。

板橋区町会連合会 内田副会長の謝辞の後、
閉会しました。

東京都板橋区町会連合会との情報交流会を開催しました

３月～４月は
引越し

シーズンです


